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研究成果の概要（和文）： 

家族の多様化や複雑化が社会問題とされる中、学校においても様々な家庭的背景を背負った

子どもたちが学んでいる。家庭科における「家族」についての学習では、自らの家庭生活・家

族関係を相対化する視点を身につけることが重要であり、これから自分がどのような「家族」

を形成するのかを考える手立てとなるような教材が求められる。そこで本研究では、小学校か

ら中学校まで一貫する家庭科教育における「家族」学習のあり方を検討し、絵本が教材として

活用できることを明らかにし、独自のデジタル絵本教材を開発した。 
 
研究成果の概要（英文）：Recently, many students are faced with complicated family 
relationships. The learning on “families” in contents of home economics education is 
important for thinking about their own families and imaging the families that they 
will build. This study tried to develop the teaching materials for learning “families.” 
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１．研究開始当初の背景 
 平成20年１月に公表された教育課程審議会
答申において、家庭科教育に関しては「自己
と家庭、家庭と社会とのつながりを重視し、
生涯の見通しを持って、よりよい生活を送る
ための能力と実践的な態度を育成」すること
が掲げられた。これを受けて、同年3月告示の
新学習指導要領では、小学校「家庭」の改善
の具体的事項として、中学校の内容との体系
化を図り、生涯の家庭生活の基盤となる能力
と実践的な態度を育成する視点にたって、内
容の再編成が行われている。その一つである

「①家庭生活と家族」の内容については、「家
族の一員として成長する自分を自覚し、家庭
生活を大切にする心情を育むことを目指した
学習活動」の充実を図るよう示唆されている。 

このたびの学習指導要領改訂で、家庭科教
育を通して子どもたちに伝えるように期待さ
れている「家庭生活を大切にする」という心
情が大変重要であることは疑うべくもない。
しかし、その「心情を育む」という時に、家
庭生活・家族関係についての理想像を子ども
たちに示し、そのような家庭生活・家族関係
を生きることが困難な子どもたちの学習に向
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かおうとする意思と意欲を断ち切ってしまう
ことがないよう、留意が必要である。今日の
学校には、多様な家族関係を生きる子どもた
ちが多数集っている。家庭科教育に携わる教
師には、家庭生活や家族関係の学習に対する
鋭敏な感性と、きめ細やかな指導力が求めら
れている。 
酒井(1995)は、家庭科の教科書が伝える家

族イメージやジェンダーのメッセージを分析
し、その教科書が発行された時代の家族観や
ジェンダーに関する社会的要請を浮き彫りに
した。教科書は、そこで取り上げられている
事項に対する知識・理解を促すのみならず、
家族のあり方に対する隠れたメッセージを発
しているのである。その意味で、教科書をは
じめとする各種の教材に関して、そこに描か
れている表象や言葉の言外の意味について、
授業者は敏感に感じ取る必要があるし、記述
内容や教材としての妥当性を吟味して使用し
なければならない(酒井はるみ(1995)『教科書
が書いた家族と女性の戦後50年』労働教育セ
ンター)。 
 
２．研究の目的 
家庭生活や家族関係を取り上げる学習にお

いて重要なことは、自分自身のおかれている
状況を相対化して見つめなおすための、フィ
ルターとなる教材を提起することである。た
とえば望月(2006)は、子育て中の母親たちが
メールで情報交換をして育児不安と向き合っ
ている状況を表した映像を高校生たちに見せ
ることを通して、生徒同士の対話を喚起し、
現代の育児環境と家族の役割について考えさ
せる授業を実施している。また西岡(2006)は、
親子のかかわりや心情を描写した歌を教材と
して、中学生たちがこれまでの自分の成長を
振り返り、家族が自分に及ぼした影響につい
て考えさせている。これらの実践はいずれも、
生徒自身の心情を映しだす鏡としての教材の
可能性を示唆している（両実践とも堀内かお
る編著(2006)『家庭科再発見』開隆堂所収）。  
授業改善に向けてスパイラルに継続するア

クション・リサーチは、教師の授業力向上の
方法としても近年注目されている。また、ワ
ークショップに代表される参加体験型の学習
は、学習者の「気づきから築き」を促す手法
として、学校教育への導入が図られており、
本研究者もその方法の効果と授業展開につい
ての研究に取り組んできた。ワークショップ
では写真や音楽、映像等が適用され、現在、
本研究者は絵本と映画に着目し、家族の姿や
自己形成、家庭生活にかかわる内容の資料の
収集を手掛け始めたところである。 
特に絵本に関しては、これまで家庭科教育

の保育・家族に関する学習において、生徒自
ら作成したり、読み聞かせによる幼児とのふ
れあい体験などの実践が報告されてきた。芝

らは、広島大学と附属学校との共同研究とし
て家庭科保育教材の開発に取り組み、子ども
の文化として絵本が持つ普遍的価値をどの
ように生徒に理解させるかという課題を基
に、授業提案をし、実施・検証を試みている
(芝静子ほか(2008)「発展途上国の子どもを
理解し共感する家庭科保育領域の教材開発」
『広島大学学部・附属学校共同研究機構研究
紀要』第 36号､11-20)。この研究では、絵本
作りの楽しさを生徒たちが実感するように、
ぬりえ絵本を用いた製作が行われているが、
絵本自体の内容分析や吟味は目的とされて
いない。 
他方、藤田は子ども向けテレビ及び絵本を

取り上げ、その内容分析を実施してこれらの
媒体に潜むジェンダー・バイアスの存在を指
摘している（藤田由美子(2003)「子ども向け
マス・メディアに描かれたジェンダー」『九
州保健福祉大学紀要』No.4､259-268）。藤田
の指摘にあるように、絵本や映像の教材使用
に当たっては、そこに隠れたカリキュラムと
して機能するジェンダー・バイアスが存在し
ていないか見取る必要性がある。 
以上の先行研究の動向を踏まえ、本研究で

は、新学習指導要領でも強調されている小中
一貫の体系的な家庭科教育実践という観点
に基づき、家庭生活を大切にする心情に触れ
る学習内容で自分の成長発達を省察できる
契機となるような教材を使用した授業のあ
り方について、実証的に検討することを目的
とする。 
 
３．研究の方法 
(1)教材としての絵本の収集と分析：「家族」
や身近な他者をテーマとした絵本を収集し、
家族関係・人間関係の描写を分析し、家庭科
における家族学習の教材としての絵本の可
能性について考察する。 
 
(2)小・中学生の絵本読解力と家族描写の受
容状況調査：小・中学生が絵本に込められた
メッセージをどのように理解しているのか
調査し、結果から絵本教材を用いた授業デザ
イン仮説を提起する。 
 
(3)教員研修における絵本の教材化の試み：
教員免許状更新講習、附属小学校での公開セ
ミナー等において絵本を教材とした授業開
発演習を行い、教育現場で活用できる授業プ
ランを考案する。 
 
(4)デジタル絵本の製作と授業研究：自分の
成長と家族関係のあり方をテーマとしたデ
ジタル絵本を制作し、中学校における授業実
践をもとに生徒たちの学びを分析する。 
 
 



 

 

４．研究成果 
(1)絵本の収集と分析 
 様々な形の「家族」や自分自身を描いた 100
冊余りの絵本を収集し、保育や家族に関する
授業の教材としての絵本の選定に資するた
めの冊子『絵本に描かれた子どもと家族～自
分自身・親密な他者とのかかわりを描いた絵
本 100冊の紹介』を作成した。絵本の分析を
通して、「家族になる」「家族であるというこ
と」「家族が失われるとき」「自分を生きる」
「子どもという存在」の 5 つの柱に基づき、
絵本を分類し紹介した。その結果、血縁によ
る親子関係のみではない家族の形や父親と
子ども、母親と子どもそれぞれの関係を描い
た絵本、子どもに対する親の思いを表現した
絵本等、様々な含意をとらえることができた。 
 父親を描いた絵本の分析から、絵本に描か
れた父親像は図 1に示すように分類され、「日
常的な父親の不在」を描いた絵本が多いこと
から、家庭に不在がちである父親の実態を反
映していることがうかがわれた。 

図 1 絵本に見る父親の描写 
 
(2) 小・中学生の絵本読解力と家族描写の受
容状況調査 
 平成 22 年度に収集した絵本の中から男女
共同参画の家族生活を描いた絵本である『マ
マがおうちにかえってくる！』（K.バンクス
文、T.ボガツキ絵、木坂涼訳、講談社、2004
年）を用いて、小学校第 5 学年と中学校第 3
学年の児童・生徒が絵本の内容についてどの
ように受け止めるかを質問紙により調査し
た。児童・生徒の発達段階によって絵本に描
かれた家族関係への共感性に差異がみられ、
特に第 5 学年女子児童の共感が得られた。                

 
 

図 2 絵本の家族は楽しい家族か 
 
調査に続いて小学校第 5学年児童を対象と

して絵本の内容についてのディスカッショ
ンを行う授業を参与観察し、絵本を教材とす
る際に児童・生徒の生活現実が投影され、自
分の家族や家庭生活を振り返る契機となる
効果が認められた。            
(3)教員研修における絵本の教材化の試み 
 平成 23 年に実施した教員免許状更新講習
では、絵本の教材としての可能性についての 
講義を受けて、用意した 20 冊の絵本を読み
合い、教材としてどの教科や教育活動でどの
ように活用できるか話し合うというもので
あった。その後、グループで 1冊を選び、具
体的な授業提案を考え発表した。家庭科はも
とより国語、道徳、特別活動、総合的な学習
の時間、人権教育といった観点から絵本を教
材として使用するプランが提起され、絵本の
含蓄の深さを共有できた有意義な講習とな
った。免許状更新講習では、家庭科のみなら
ず、道徳や生活科などにおいても絵本を教材
として子どもたちに考えさせる実践が可能
であるということが、受講者たちのグループ
ワークの結果から示唆された。講習の中で、
どの教師も、大変意欲的に授業案の立案に取
り組んでいた。何よりも、絵本を読み合う時
にとても楽しそうで、また意見を述べ合いな
がら話が弾んでいた。 
 絵本の活用方法も、①子ども自身がじっく
り読む、②教師が読み聞かせをし、子どもた
ちは聴いている、③絵本の登場人物の気持ち
になって、そのセリフを読み合うなど、「読
む」という行為だけでもいくつかの方法が考
えられた。しかしどの方法も、子どもたちが、
自分の置かれている状況や経験を重ねて読
む・聴くことができる点に、特徴が見られた。 
 絵本を「教材」とする可能性とは何かと考
えたときに、まず重要なことは、その絵本が
子どもの思いを重ねるフィルターとして機
能し得るものかどうか、という点にほかなら
ない。こうしたフィルターとなり得ると判断
できるか否かで、その絵本が教材として用い
られるかどうかが決まってくる。絵本を読ん
で、ただ楽しかったり心が安らぐだけでは、
「教材」にはならないだろう。「教材」とい
うからには、授業を行う上での教師の明確な
意図があり、気づかせたい・考えさせたいテ
ーマがあるはずである。そのテーマを代弁し
ている絵本が「教材」となり、短い文章と直
接的に視覚に訴える絵の力によって、テーマ
を印象深く子どもたちに提示することにな
るだろう。絵本を教材として活用するという
試みは、教師の授業づくりの幅を広げたと考
えられる。 
しかしその一方で、絵本を教材とするとい

うことは、一定の解釈を持って絵本を取り上
げるということになる。この点に関して、「絵
本は読みっぱなしが原則」（松井 1973)という
言葉があるように、「解釈」を行うこと自体、
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不適切なことなのかもしれないという思い
もまた、立ち上がってくる。絵本を手にする
子どもや大人それぞれが、その絵・言葉から
感じ取る「何か」があり、その「何か」を自
分の中で受け止めることが大切なのかもし
れない。 
絵本を「教材」としようとしたときに、一

定の道徳的心情や価値へと子どもたちの気
づきを誘導するような授業になってはなら
ないと考える。一つの答えに導く伏線として
絵本を用いるのではなく、絵本から感じるこ
と・受け止める自分自身の気持ちと対峙する
ことによって、生活のありようや家族との関
係を見つめなおそうという意識を喚起する
ことができれば、それは授業として十分に意
義深いものになるだろう。 
 
(4)デジタル絵本の製作と授業研究 

自分自身や家族に関する絵本を収集・分析
した結果を踏まえ、教材として使用するデジ
タル絵本の制作を試みた。想定する授業は、
中学校第 1 学年で実施する技術・家庭科家庭
分野の「A.家族と家庭生活」におけるガイダ
ンスの時間である。小学校における家庭科の
学習を踏まえ、中学生となり成長した自分を
振り返り、家族の存在や自分自身の「自立」
について考える内容の授業で生徒の思考を
促す手がかりとなることを考え、パワーポイ
ントのスライドで投影される画像と言葉に
よる｢絵本｣を作成した。 
デジタル絵本に関する先行研究としては

永田(2011)による小学校家庭科ガイダンス教
材がある。「家庭科のあしあと」と題するこ
のデジタル絵本は、家庭生活の様々な場面で、
家庭科学習が生かされ、関連していることに
気づく内容となっており、子どもたち自身の
探求学習として活用されることも意図され
ている。 
それに対し、本研究において開発したデジ

タル絵本は、完結したストーリーとして提示
し、子どもたちの思考を促すきっかけを与え
ようというものであり、「自立」「自分らしさ」
というような抽象概念をそのまま提示し、あ
えて内容にはあいまいさを残した。家庭科ガ
イダンスとして使用するという意図は共通
しているが、「自分の成長と家族」の内容の
授業で取り上げることを想定し、中学生であ
る「今の自分」に軸足を置きながら、これま
での育ちとこれからの成長を展望するスト
ーリーを考案した。主人公は中学生の男女生
徒、制作にあたって留意した点は、以下の 3
点である。 
①生徒が自分の置かれている現在の状況と
重ねて読むことができるものであること 
②家族の存在に目を向ける意識喚起となる
内容であること 
③これからの自分の生活や将来を考える契

機となるものであること 
 授業において、本デジタル絵本を導入に用
い、生徒たちが自分自身の成長を振り返り、
これからの「自立」について考えるための意
識を喚起するための手がかりとすることが
できた。以上の 4年間の研究成果は、報告冊
子にまとめられ、家庭科教育関係者、家庭科
教員に配布した。 
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